






















































































　そのうちに本を作ってみたくなり，大学 1 年の終わりから 2 年の初めにかけて，どんな本が























うには各高等学校に見本の 800 冊を配らなければならず，合計で 40 万円近くかかります．（中





























　実教の場合，総頁数は 600 頁に及び，2 分冊になっている．しかし，山下の場合は，最低限必要な
内容だけに絞り，エッセンスのみをまとめたため，150頁と非常に薄い（大阪市立大学　2013）．これは，








ちなみに，実教は，1 が 297 頁，2 が 217 頁，計 514 頁である．
　執筆の実際は，以下の通り．
◦学習指導要領の内容から初めに目次を作り，大きなアウトラインを固定した．
















































































































かった，E-B 対応と E-H 対応の差が見いだせない，物理の場合，問題を解く上で受験には影響
がない，そもそも高等学校の程度では問題視することではない，等が考えられる．
　以上について，実教の執筆者に確認したところ，以下の回答を得た 12）．
1. 学習する時期（高校 1 年生の 9 月頃）には，厳密に説明するための数学力が生徒にはないので，
磁場の起因を，電流よりも身近にある永久磁石から説明する方が理解しやすいため．50 年ほ
ど前の電気理論（当時の科目名）の教科書も同様の記載である．





































































































































































































 4） 対象を幼児・児童生徒とすることの有効性に関しては，環境教育プログラム，「Growing Up 
WILD」，「Project Wild」，「Project WET」，「Project Learning Tree（P.L.T）」等で実証されている．
 5） 2014 年 12 月，実教出版に確認．
 6） 2014 年 10 月本人談．以下同．
 7） オープンソースの組版処理ソフトウェア．数学や物理などの数式表現などが綺麗に作成でき，
目次や索引の管理などもできる．
 8） 同級生向けのテキストを作り個人的に補講を開いて教えていた（太田  2013）という指摘もある．
 9） 「クーロンの法則」に基づく E-H 対応による記述は電場と磁場による記述である．具体的には，




 10） 2014 年消費税値上げ前の価格．
 11） 文部科学省（2014）によれば，文体に関しては以下のみ．「別表 文体 特に学習上必要な場合
及び原典をそのまま載せる必要のある場合を除き，現代口語文を用いること．」
 12） 2014 年 12 月 26 日実施．
 13） 『実教 1,2』のうち 1 では，「電極は現実には単独では存在しないが，ひじょう（原文ママ）に
長い棒磁石の一端と考え，ここでは便宜的にその磁極を点磁荷で扱う．（P.65 注①）」としている．
 14） 北海道と九州で各 1 校．
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The Perspective of Scientific Communication When Examining a Textbook 
Created by an Individual:
The Example of Basic Electricity (2012), Akira Yamashita
YABE Reiko
Abstract: The textbook Basic Electricity (2012), written by Akira Yamashita, has been attracting attention 
in various fields. In Japan, elementary, middle, and high school textbooks are usually created by textbook 
companies, and only those textbooks that have passed the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology’s tests are used in education. Yamashita created his textbook entirely on his own: However, thus 
far, there has been no evaluation regarding the merits of his textbook. This study will evaluate the textbook, 
based on interviews conducted with the author and users of the textbook and an analysis of the book’s content. 
From the results, it became clear that what the author had created possessed a perspective based on scientific 
communication (the act of not only attempting to bridge the gap between the knowledge of scientists and the 
general public but also of attempting to bridge, even if only slightly, the gap between their thought processes 
and sense of values). This paper will report the findings obtained from the evaluation outlined above.
